
糸井　達也 部　局 環境部 補　職 部長 氏　名

１．部局の使命

２．使命を遂行するための取り組み方針と、それに基づく取組みの総括 方針取組みの総括

方針 取組みの総括

(2022年度) 部局マネジメントシート 2022年度

　SDGsの目標のひとつである気候変動への対策として脱炭素社会、循環型社会及び都市における自然との共生をめざした社会を実現するため、市民・
事業者等の連携と役割分担を明らかにするとともに、本市においての安全で快適な都市環境づくりを推進する総合的な仕組みを構築し、将来の世代に
環境にやさしく快適な暮らしを引き継いでいく。

◯脱炭素社会、循環型社会及び都市における自然との共生をめざした社
会の構築と、第3次環境基本計画に示す望ましい環境都市像の実現のため
　①市民・事業者・NPO法人・行政による協働の取組み
　②スピード感を持った取組み
を推進していきます。

・家庭や事業所、市有施設などの省エネルギーを推進します。
・再生可能エネルギー等の導入や他自治体との地域間連携など、脱炭素
社会（ゼロカーボンシティ）の実現に向けた取組みを進めます。
・緑地や水辺などそれぞれの特性に応じた保全を図り、都市における自
然と共生した地域づくりに努めるとともに、生物多様性に配慮した自然
の回復・創出に取り組みます。
・3R（発生抑制・再使用・再生利用）行動を通じた資源循環の推進や、
廃棄物の減量に向けた施策の拡充を進めます。

脱炭素社会、循環型社会及び都市における自然との共生をめざした社会の構
築と、第3次環境基本計画に示す望ましい環境都市像の実現のため、以下の
取組みを進めました。

・環境基本計画及び関連計画の中間見直しを行い、新たな目標設定と実現に
向けた取組み方針を取りまとめました。

・他自治体との地域間連携としては、NATS4市との共同事業として、阪急電
鉄駅での給水機設置の実証実験を行うとともに、島根県隠岐の島町とのカー
ボンオフセット事業の実施や山形市との連携協定に向けた協議を進めまし
た。

・千里中央公園に「1000RE SCENES（センリシーンズ）」をオープンすると
ともに、北丘小学校区で自治協議会との意見交換会をへて、校区内の公園整
備計画を策定するほか、市民等が公園の魅力向上に参画できる仕組みづくり
を行いました。

・廃棄物の減量に向け、リユースの意識・行動変容に繋げるためリユース
サービスを行う民間事業者と協定を締結するとともに、粗大ごみ等の手数料
の改定を行いました。



３．当年度目標と目標設定に対する振り返り等 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

1

環境基本計画の推進

総合計画
3-1-① 環境政策を推進するための総合的なしくみづくりを進めます。

基本政策

34 ゼロカーボンシティの実現

（１）第3次豊中市環境基本計画
・環境基本計画（改定版）を環境審
議会への諮問及び答申、環境委員会
の意見を受けて、3月に策定しまし
た。
・「持続可能なごみ減量の推進」を
テーマに協働の取組みに関する意見
交換会を開催（6月21日、7月5日）
しました。
・大気汚染観測局千成局を3月に移
設しました。
（２）第3次豊中アジェンダ21
・豊中アジェンダ21の中間見直しに
向け、策定委員会を開催（7月～令
和5年（2023年）3月）しました。

（１）第3次豊中市環境基本計画
・令和5年度（2023年度）の協働の
取組みに関する意見交換会は、「情
報発信について」をテーマに調整を
進めます。
（２）第3次豊中アジェンダ21
・6月開催予定のとよなか市民環境
会議総会での承認をもって策定・公
表します。

（１）第3次豊中市環境基本計画の中間見直しを行います。
①第3次環境基本計画の中間見直し
・環境審議会への諮問（7月）・答申（12月）
・策定（3月）
②計画の進行管理
・年度速報版公表（8月）、環境報告書公表（3月）
・協働の取組みに関する意見交換会の開催　（6月）
③大気汚染観測局千成局の移設
・（仮称）南校への整備に伴い、千成局を千成小学校にから菰江公園へ
移設
（２）とよなか市民環境会議において第3次豊中アジェンダ21の中間見直
しを行います。
①第3次豊中アジェンダ21の中間見直し
・策定委員会（仮称）開催（7月～令和5年4月）
・とよなか市民環境会議総会での承認（令和5年6月）
・策定（令和5年6月）



 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

2

脱炭素社会（ゼロカーボンシティ）実現に向けた取組みの推進

総合計画
3-2-① 低炭素社会の実現に向けた取組みを進めます。

基本政策

34 ゼロカーボンシティの実現 59 地産地消の推進

・実行計画（改定版）を環境審議会
への諮問・答申、環境委員会の意見
を受けて、3月に策定しました。
・再生可能エネルギー導入及び公用
車の電動化等の方針を実行計画に位
置付けました。
・再生可能エネルギー等の導入促進
に向け、スマートハウス等支援補助
事業を実施（5月～）しました。
・電力の地産地消事業可能性調査に
おいて、公共施設におけるポテン
シャル並びに地産地消事業の方向性
を検証しました。
・島根県隠岐の島町とのカーボンオ
フセット事業を実施し、37.35tCo2
の削減効果を得ました。
・山形市と協定締結に向けた協議を
行いました。
・隠岐の島町（11月）、能勢町（10
月）と自然体験学習プログラムを試
行実施しました。
　

・スマートハウス等支援補助事業を
見直し、事業者向けの支援を実施し
ます。

・可能性調査の結果を踏まえ、市域
における電力に地産地消の仕組みを
検討、構築します。

・カーボンオフセット事業の拡充に
向け、能勢町及び山形市との調整を
進めます。

（１）ゼロカーボンシティの実現に向け、第2次地球温暖化防止地域計画
の取組みを進めていきます。
①第4次地球温暖化対策実行計画の中間見直し
・計画策定（3月）
②市役所の事務・事業から排出する温室効果ガスの積極的な抑制
・再生可能エネルギー導入プラン等の策定（3月）
・環境に配慮した電力調達方針の運用（4月～）
③再生可能エネルギー等の導入促進
・スマートハウス等支援補助事業の実施（5月～）
④電力の地産地消事業可能性調査の実施
・国への補助申請（4月）
・プロポーザル方式による業者選定（5～6月）
・調査実施（7月～）
⑤ゼロカーボンに向けて、実質ゼロに向けた取り組み
・隠岐の島町とのカーボンオフセット事業の実施（4～2月）
・カーボンオフセット事業自治体拡充の検討（4～8月）
⑥近隣自治体と広域的な事業展開の取り組み
・NATS4市との共同事業の継続実施（通年）
・隠岐の島町、能勢町との協定に基づく自然体験学習プログラムの構築
　試行実施：隠岐の島町（9～10月）、能勢町（10～11月）



 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

3

都市における自然との共生をめざした社会づくりの推進

総合計画
3-1-② 自然環境や都市のみどりを身近に感じられる快適な環境づくりを進めます。

基本政策

30 東西軸（緑地公園駅周辺～曽根駅周辺～大阪国際空港周辺）の活性化　

（１）魅力ある公園づくりの推進
・千里中央公園に「1000RE 
SCENES（センリシーンズ）」をオー
プンしました。
・第2フェーズの再整備に向けて
は、費用対効果分析や施設改修等の
実施設計を行いました。
・ふれあい緑地での公民連携事業の
可能性を検討するにあたり、地域と
の協議を開始しました。
・キッチンカー出店事業の本格実施
を4公園において開始するととも
に、事業者と新たな出店場所拡充の
協議を実施しました。
・北丘小学校区で実施した意見交換
会やアンケート結果に基づく公園再
整備計画（案）を作成し、ルール作
り等についても、地域と協議を進め
ました。
・幸町3丁目公園については、国の
補助金を活用することとなり手続き
に時間を要したため、繰り越しを行
うこととなりました。
・千里緑地については、周辺住民と
の意見交換会やアンケートを行い、
地域ニーズに基づいた整備の方向性
を検討しました。

（１）魅力ある公園づくりの推進
・千里中央公園において、サインの
改修やベンチ増設等の施設改修工事
を実施します。
・また令和6年度（2024年度）以降
の第2フェーズの再整備（特に展望
台エリア）に向けた検討を実施する
とともに、国費採択に向け関係部局
との協議を進めます。
・ふれあい緑地において、民間事業
者へのヒアリング等を行いながら、
地域と連動し事業実施に向け検討を
進めます。
・キッチンカー出店事業では、ふれ
あい緑地など出店場所の拡充を図る
とともに、イベントの実施等、活性
化に向けた新たな取組みについて検
討を行います。
・北丘小学校区内の3公園について
再整備を実施するとともに、残りの
3公園についても地域と協議を進め
ます。また、他小学校区への展開に
向けた検討を進めます。
・千里緑地については、地元要望を
基本に、ワークショップの開催並び
に実施設計を進めます。

（１）魅力ある公園づくりを推進します。
①千里中央公園再整備基本計画に基づき、民間事業者との公民連携によ
る公園運営の実施
・駐車場事業・活性化事業開始（4月～）
・収益施設の整備開始（10月～）　収益事業開始（3月～）
・第2フェーズ向けた検討（施設改修等実施計画、費用対効果分析）設計
委託（6月～）
②大規模公園における公民連携事業実施に向けた再検討の実施
・民間事業者への再ヒアリングや地域との連動も踏まえた事業実施内容
の再検討
③都市公園におけるキッチンカー出店事業
・野田中央公園、豊島公園、樫ノ木公園、野畑南公園（4月～）
・事業者と連携した市内出店事業者の支援実施、出店場所拡充の可能性
検討
④地域ニーズに基づいた小規模公園再整備（北丘小学校区）
・小規模公園再整備計画の策定（～6月）
・地域自治協議会と連携した再整備に向けた準備（～9月）
・小規模公園再整備の実施（10月～）
・他小学校区への展開検討（～3月）
⑤公園等の有効活用
・幸町3丁目公園の再整備　設計・積算（4月～5月）　入札・契約（7
月）　施工（8月～2月）
・千里緑地（新千里南町1丁目）内一部広場の有効活用にかかる業務委託
　設計・積算（4月～5月）　入札・契約（7月）　業務委託（8月～12
月）



 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

4

都市における自然との共生をめざした社会づくりの推進

総合計画
3-1-② 自然環境や都市のみどりを身近に感じられる快適な環境づくりを進めます。

基本政策

64 とよなかデジタル・ガバメントの推進

・寄附金を直接的に公園樹木整備に
活用できる「とよなか公園魅力アッ
プツリー事業」を構築しましたが、
活用には至りませんでした。
（２）都市緑化の推進と緑地の保全
・令和3年度（2021年度）に実施し
た緑被量等調査や市民意識調査の調
査結果をもとに、中間総括を実施
し、今後の５年間の施策方針を取り
まとめました。
（３）公園の適正管理
・ＩＣＴについては、専門業者との
協議を行い、次年度に向けた取組み
の検討を行いました。

・寄附制度の認知度増加に向けて更
なるＰＲが必要です。
（２）都市緑化の推進と緑地の保全
・みどり率の減少に対する必要なみ
どりの量や配置などの戦略的な施策
の検討を進めます。
（３）公園の適正管理
・検討結果を踏まえ、より具体化に
向けたシミュレーション、効果の分
析を行います。

⑥市民や市内の団体が公園を身近に感じ、公園の魅力向上に参画できる
新たな仕組みづくり
・要綱制定、公園・樹木設定、募集準備（4月～6月）
・寄附金の募集、受付（7月～12月）
・植樹開始（1月～）
（２）都市緑化の推進と緑地の保全を進めます。
①第2次みどりの基本計画の中間総括を実施
・5月下旬　委託締結
・6月～9月 現行の計画・施策の効果の検証
・10月　環境審議会報告
・10月～3月 課題整理及び策定　今後の方針の検討
（３）公園の適正管理を行います。
①ICTを活用した事業の取り組み
・通信技術を使った施設管理（多目的トイレなど）の効率化への取り組
み　事業枠組み検討（4月～3月）

　　　



 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

5

協働による循環型社会の構築

総合計画
3-2-② 循環型社会の構築に向けた取組みを進めます。

基本政策

0 　　　　

（１）協働による循環型社会の構築
・両計画を、社会・経済活動の変化
や廃棄物を取り巻く社会情勢を勘案
して廃棄物減量等推進審議会の審
議・答申を経て、改定しました。
・シェアリングサービスについて
は、協定締結を予定していた事業者
の態度が変化し積極性が見られなく
なったこと、先行して協定締結して
いた自治体での取組み内容が期待を
下回るものであったことを鑑み、協
定締結は中止しました。
・情報発信については、新たに市内
薬局各店のデジタルサイネージの活
用を行いました。
（２）家庭ごみの減量に向けた取組
み
・小型家電製品等の回収について
は、現状の缶収集との同時回収が可
能とし、令和5年（2023年）10月か
らの実施に向け、豊中市伊丹市ク
リーンランドと調整を行いました。
（３）3R事業の推進に向けた取組み
・環境学習は、環境配慮行動を実践
できる人づくりをコンセプトに、小
学校40校、こども園15園で実施しま
した。また、出前講座は、3団体52
名を対象に実施しました。

（１）協働による循環型社会の構築
・食品ロス削減に向けて、引き続き
各種施策を実施するとともに、事業
者との連携について調査・検討しま
す。
・フードドライブは運搬業務の負担
が課題となっているため、市の関与
がなくとも実施できるような方向を
検討しながら調整を進めます。
・引き続き食品ロスやプラスチック
ごみの削減を働きかけるとともに、
SNSを活用した効果的な情報発信を
行います。
（２）家庭ごみの減量に向けた取組
み
小型家電製品及び充電式電池類の新
たな回収区分の新体制へのスムーズ
な移行に取り組むとともに、市内全
戸へのチラシ配布等、効果的な市民
周知を行います。
（３）3R事業の推進に向けた取組み
・引き続き、子どもの興味を引き起
こし生活の中で自ら実践できる学習
となるよう、より効果的な学習を進
めます。
・子ども服・家具類等のリユース循
環体制の構築に向け、地域内での自
主的なリユース活動進むよう、実施
団体の増加に向け取り組みます。

（１）協働による循環型社会の構築をします。
①第4次豊中市一般廃棄物処理基本計画及び第4次豊中市ごみ減量計画の
中間見直し
・中間総括（8月）　素案の策定（10月）
・両計画策定（3月）
②手をつけずに廃棄されていた食品やプラスチック類の削減に向けた施
策の推進
・食品ロス削減に向けたシェアリングサービスに関する協定の締結（4
月）
・フードドライブの実施（通年）
・エコショップ認定店への働きかけ及びソーシャルメディアを活用した
効果的な情報発信（通年）
（２）家庭ごみの減量に向けた取組みを進めます。
①発火原因となる充電式電池等の適正な排出方法について、効果的な周
知啓発
・充電式電池の危険性の周知啓発（通年）
・適正な排出方法の周知啓発（通年）
②別収集の可能性検討
（３）3R事業の推進に向けた取組みを進めます。
①3Rの重要性について理解を深める効果的な環境学習の取り組み
・小学生向け環境学習の実施（4月～9月）
・こども園向け環境学習の実施（9月～3月）
・自治会・大規模マンションの管理組合等を対象に出前講座を実施（通
年）
②子ども服・家具類等のリユース循環体制の構築に向け、地域団体など
市民との協働による事業展開に向けた取り組み
・市民等が自主的に実践できる仕組みづくりの課題整理（3月）
・市民活動団体等への情報提供（通年）
・子ども服リユース・リユース家具の提供（通年）



 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

6

協働による循環型社会の構築

総合計画
3-2-② 循環型社会の構築に向けた取組みを進めます。

基本政策

0 　　　　

（４）適正なごみ収集運搬業務
・粗大・臨時ごみ処理手数料の改定
に向け、廃棄物処理条例の改正を行
いました。
（５）事業系一般廃棄物減量等に向
けた取組み
・効果的な搬入物検査の実施に向
け、新たに早朝や休日に検査を実施
し、適正処理を推進しました。
（６）し尿等の安定的な処理に向け
た取組み
・し尿等の安定的な処理が行われ　
るよう、現有施設を長期包括的運　
営委託に移行するとともに、新施　
設建設にかかる協議を行いました。
・受益者負担の適正化を図るため、
し尿処理手数料の改定を行いまし
た。
（７）路上喫煙防止
・喫煙者に対しては、常に携帯灰皿
を持参し、吸い殻などを持ち帰って
いただくよう取り組んできました
が、分煙所内のポイ捨て状況調査の
結果を踏まえ、令和5年度(2023年
度)から灰皿を設置することとしま
した。

（４）適正なごみ収集運搬業務
・10月1日からの施行に向け、「ジ
モティー」や「おいくら」の活用に
よるリユース意識の向上に取り組む
とともに、手数料改定の周知に努め
ます。
※「おいくら」とは、不用品の一括
査定サービス。
（５）事業系一般廃棄物減量等に向
けた取組み
・引続き伊丹市と豊中市伊丹市ク
リーンランドの三者で連携し、搬入
物検査を充実させるとともに、排出
事業者への適正処理指導や多量排出
事業者への立入調査を行います。
（６）し尿等の安定的な処理に向け
た取組み
・し尿等の安定的な処理に向け伊丹
市と調整を図るとともに、新施設建
設に向けた協議を進めます。
（７）路上喫煙防止
・灰皿設置後も引き続き、関係部局
と連携し喫煙マナー向上に取り組み
ます。

（４）適正なごみ収集運搬業務を推進します。
①令和5年度（2023年度）に実施する粗大・臨時ごみ処理手数料の改定
・議会上程（9月）
・広報や市ホームページ等各種広報媒体を通じて市民に周知（10月～3
月）
（５）事業系一般廃棄物減量等に向けた取組みを進めます。
①伊丹市と豊中市伊丹市クリーンランドの三者による事業系一般廃棄物
の減量と適正処理
・展開検査及び目視検査の実施（4月～3月）
（６）し尿等の安定的な処理に向けた取組みを進めます。
①し尿処理手数料に係る受益者負担の適正化
・し尿処理手数料改定（4月～3月）
（７）路上喫煙防止を推進します。
①喫煙マナー向上を図るための周知啓発活動を実施及び屋外分煙所の維
持管理
・路上喫煙禁止区域の周知啓発活動（通年）
・屋外分煙所の維持管理（通年）



 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

7

人づくり・組織づくり

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

65 職員力を高める人材育成等の推進

・取組み事項に掲げた項目を実行す
るとともに、様々な場面を通じて、
エビデンスに基づく説明や資料作成
の必要性や効果について意見交換を
行いました。
・環境政策課において、フリーアド
レスを導入しました。（3月）

・引き続き、エビデンスに基づく理
論の構築や知識・情報の共有が主体
的に行える職員を育成し、組織とし
て「聞く力」「伝える力」の向上に
つなげる取組みを進めます。

（１）エビデンスに基づく理論の構築や知識・情報の共有が主体的に行
える職員を育成し、組織として「聞く力」「伝える力」の向上につなげ
ます。
①職員の成長を支援するため、１on１ミーティングを実施　通年
②職員の事務能力やプレゼン能力等の向上を目的として、担当職員から
直接部長に報告する業務達成ヒアリングの実施　年２回
③人事課や大阪府主催の環境に係る専門分野等の研修・セミナーの受講
と課内会議を通じての情報共有
④部の組織目標について進捗確認と部内で連携するため、月例部課長会
で各課からの報告と意見交換　月１回
⑤課の隔たりなく、職員同士や上司と部下の議論の場に、周りの職員が
自由に参加できる職場環境の形成並びに職員意識の向上
⑥フリーアドレスの導入や、組織横断的な課題については、部内横断的
なプロジェクトチームを編成



No 取組み事項及び取組みにあたっての課題・めざす成果など スケジュール（工程）

1

環境基本計画の推進

総合計画
3-1-① 環境政策を推進するための総合的なしくみづくりを進めます。

基本政策

34 ゼロカーボンシティの実現

 

2

脱炭素社会（ゼロカーボンシティ）の実現に向けた取組みの推進
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 総合計画
 3-2-① 低炭素社会の実現に向けた取組みを進めます。

 
 基本政策

 34 ゼロカーボンシティの実現 59 地産地消の推進

 

４．中期目標（概ね今後4年間）

（１）第4次環境基本計画の策定　令和8～9年度（2026～2027年
度）
（２）分野別計画の策定
①第3次みどりの基本計画　令和8～9年度（2026～2027年度）
②第3次地球温暖化防止地域計画　令和8～9年度（2026～2027年
度）
③第5次地球温暖化対策実行計画　令和9年度（2027年度）
④第5次一般廃棄物処理基本計画　令和8～9年度（2026～2027年
度）
⑤第5次ごみ減量計画　令和8～9年度（2026～2027年度）

（１）第3次環境基本計画で掲げた環境目標の達成に向け、「持続可能な低炭
素社会づくり」や「廃棄物の減量および適正処理を通じた循環型社会づく
り」「都市における自然との共生をめざした社会づくり」など5つの取組み項
目を進めることで、望ましい環境都市像の実現をめざします。

（１）カーボンオフセット事業
①隠岐の島町との取組み　令和4～令和8年度（2022～2026年度）実
施
（２）電力の地産地消事業
①事業の可能性調査の実施、協定による事業実施の検討　令和4年
度（2022年度）　
②電力事業者との協定締結　令和5年度（2023年度）
③事業実施　令和6年度（2024年度）
（３）市役所本庁舎のCO2排出実質ゼロ　令和12年度（2030年度）

（１）第2次地球温暖化防止地域計画（策定）および第4次地球温暖化対策実
行計画の温室効果ガス排出量の削減目標の達成に向け、計画に掲げる取組事
項を着実に進めます。



No 取組み事項及び取組みにあたっての課題・めざす成果など スケジュール（工程）

3

都市における自然と共生をめざした社会づくりの推進

総合計画
3-1-② 自然環境や都市のみどりを身近に感じられる快適な環境づくりを進めます。

基本政策

0 　　　　

 

4

協働による循環型社会の構築
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 総合計画
 3-2-② 循環型社会の構築に向けた取組みを進めます。

 
 基本政策

 0 　　　　

 

（１）魅力ある公園づくり
①千里中央公園の再整備（第2段階に向けて）
・民間事業公募　令和6年度～（2024年度～）
・公民連携による公園再整備、運営開始　令和7年度～（2025年度
～）
②新たな大規模公園における公民連携事業
・公園の選定及び事業スキームの構築　令和5年度～（2023年度
～）
・民間事業者の公募　令和6年度～（2024年度～）
③小規模公園
・新たな小学校区での展開検討　令和5年度～（2023年度～）
（２）第2次みどりの基本計画の推進と進行管理
①緑被量調査及び市民意識調査　令和8年度（2026年度）

（１）公園の魅力向上のため、千里中央公園などの大規模な公園では公民連
携の可能性も検討しながら活性化を図り、小規模な公園では小学校区単位で
地域団体等との連携により特色ある公園づくりを進めます。
（２）第2次みどりの基本計画に基づいた施策を推進するとともに、PDCAサイ
クルを用いた進行管理を行います。

（１）食品ロス、紙ごみ、プラスチックごみの削減　継続して実施
（２）NATSとの協働によるプラスチックごみ削減に向けた啓発　継
続して実施
（３）充電式電池の危険性・適正な排出方法の周知啓発及び分別収
集に向けた検討　継続して実施

（１）「食品ロス削減推進計画」に基づき食品ロス削減に向けた施策を市
民・事業者と協働して推進します。
（２）「プラスチック資源循環促進法」の理念に基づき、製品プラスチック
のリサイクルに向けて調査・研究を進めます。
（３）適正な排出方法について周知啓発を進めるとともに、より効果的な対
策を検討し進めます。
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